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 背景  

原子炉関連施設において，余裕深度処分対象廃棄物の放射能を決定する際，60Co計測により特定

核種グループの放射能を一律に決定する手法が採用されている[1]。しかし，廃棄物に含有される
137Cs等の他核種による大量のバックグラウンドの影響を受けるため，その分別は依然困難である。

そこで，60Coの放出する異なるエネルギーを有するガンマ線を同時計数することで，バックグラ

ウンドによる影響を排除する手法を考案した。 

	
 実験  

原理検証のために，10 x 10 x 10 mm GAGGシンチレータを SiPM

（KETEK）に接着させた検出器を製作した（図１）。本検出器で

用いた SiPMの数百 keVオーダーに対する代表的な出力電圧はお

よそ 100mV程度あるため，SiPMの出力をプリアンプでの増幅を

行わないままで 48chコンパレータを搭載した ASICに入力させた。

このとき，ガンマ線のエネルギー情報はアナログ信号の波高値か

らデジタル信号の時間幅に変換されている（Time-Over-Threshold

法）[2]。このデジタル化された信号を FPGA に入力し，10 ns のクロックを用いて時間幅をカウ

ントしてメモリーに蓄積させた。 

	
 結果及び考察  
60Coおよび 60Coと 137Csの各スペクトルを図 2に示

す。Time-Over-Threshold法では光子エネルギーが高

くなるほど感度が低下する[2]ものの，60C による 2

つのピークがそれぞれ識別できていることがわかる。

また，137Csによるピークとの識別も可能である。こ

れらの核種を分別するための同時計数回路を現在作

成中であり，これを用いた結果を学術総会で検証結

果を報告する。 
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図１：製作した検出器 

図２：時間幅スペクトル 
（上は 60C，下は 60Co +137Csのスペクトル） 
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